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３３３月定例会は、２月26日から３月15日までの18日間の会
期で開かれ、補正予算、条例改正などの議案に加え、議会
議案や請願など、あわせて49件を審議しました。
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２
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決
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正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

戸坂議員
　今回の選挙では、定員割れが予想
されています。連続無投票選挙を回
避するよう努めることも議会として
の当然の責務だと考え、今定例会に
議員定数を 16人から 14人とする条
例改正案を提出しました。

討論は次ページ参照
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条例制定の条例制定の
議会議案を可決議会議案を可決
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議
員
定
数

議
員
定
数

削
減
に
対
し

削
減
に
対
し

賛
成
賛
成

中谷議員南議員稲岡議員
　

議
員
定
数
を
減
ら
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
町
政

へ
の
チ
ェ
ッ
ク
力
が
弱
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

減
ら
せ
ば
そ
れ
だ
け
多
様
な
地
域
、
町
民
の

声
が
届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
当
選
ラ
イ
ン
が
上
が
り
、
こ
れ
か
ら

を
担
う
若
い
方
々
や
意
欲
あ
る
方
々
が
議
員

に
挑
戦
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
の
事
情
が
あ
り
、
自
治
体
ご
と
に
定
数
削

減
を
行
う
最
適
な
時
期
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
前
回
が
無
投
票
で
あ
っ
た
経
過
も
踏

ま
え
る
と
、
今
が
定
数
削
減
の
最
適
期
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

前
回
、
我
々
16
名
は
無
投
票
で
議
員
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
、
定
員
割
れ
、

あ
る
い
は
、
無
投
票
が
報
じ
ら
れ
る
中
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
志
賀
町
議
会
の
未
来
は
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
基
本
条
例

　
【
提
出
者
】 

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

　

本
条
例
は
、「
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
」、「
議
会

と
町
民
と
の
関
係
」、「
議
会
と
行
政
と
の
関
係
」、「
議

員
相
互
の
討
議
」、「
議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
体
制
整

備
」、「
議
員
定
数
・
報
酬
等
」
な
ど
、
議
会
の
目
指
す

べ
き
方
向
性
や
理
念
を
定
め
て
い
ま
す
。

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例

【
提
出
者
】 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

　本条例は、議員が町議会の会議
等を長期に欠席した場合、議員報
酬及び期末手当を減額することを
定めています。

減額の割合
議会活動をしない期間 減額率

90日を超え180日以下であるとき 20％

180日を超え365日以下であるとき 30％

365日を超えるとき 50％

反
対
反
対
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◆
一
般
会
計
予
算
の
状
況

　

歳
入
で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の

大
規
模
償
却
資
産
に
か
か
る
固
定
資

産
税
を
は
じ
め
と
し
た
町
税
全
体
で
、

約
１
億
６
０
０
０
万
円
の
減
収
と
な

る
な
ど
、
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
改
修
や
解
体
、
長
寿
命
化
対
策

な
ど
が
集
中
し
て
お
り
、
財
源
の
不

足
分
を
積
立
金
の
取
り
崩
し
や
借
金

な
ど
で
補
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　　分 新年度予算額 （参考）３０年度 （参考）２９年度

一 般 会 計 １２５億　　　　　円 １２５億１０００万円 １２１億８０００万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ２３億７９５３万円 ２５億６２２３万円 ２９億４６２４万円

後期高齢者医療 ３億３８２１万円 ３億４１７４万円 ３億１２６７万円

農 業 集 落 排 水 新年度から廃止され、
企業会計（下水道）
に移行します。

４億９１０４万円 ４億９８３１万円

公 共 下 水 道 ８億　８４３万円 ７億５２２８万円

地域し尿処理施設 ６４５２万円 ６２２８万円

介 護 保 険 ３０億１７６５万円 ３０億２２５８万円 ２９億７６９５万円

診 療 所 ２億　２０７万円 １億７５１８万円 １億７４８０万円

ケーブルテレビ ４億６３５８万円 ４億５９５６万円 ４億７１３５万円

企　

業　

会　

計　

水
道

収益的支出 ５億８３３７万円 ５億８９８４万円 ５億８８６７万円

資本的支出 ７億３４８４万円 ４億８２５８万円 ４億　５１２万円

下
水
道

収益的支出 １２億６３０８万円 ⇒ 企業会計に移行したことで、減価償却費とし
て約８億６千万円増えました。資本的支出 １２億　８４６万円

病
院

収益的支出 １２億６２４５万円 １２億７３２４万円 １２億８４８９万円

資本的支出 ２億２５５４万円 １億７７６４万円 ２億６０５７万円

合　　　計 ２４１億７８７８万円 ２２９億５８５８万円 ２２９億１４１３万円

【前年度から１億４千万円の減】

◆固定資産税の予算額の推移

下段の金額は志賀原子力発電所大規模償却資産です。

各会計予算額の年度別比較

議会だより　しか　№ 55
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区　　分 新年度予算額 前年度比 説　　　明

歳　

入　
（
財
源
）

町 税 ４４億６５１５万円 △3.5％ 町民税など皆様からいただく税金

分 担 金 等 ６億１５００万円 5.6％ 分担金・使用料・手数料・財産収入など

繰 入 金 ５億６８２０万円 40.0％ 基金（積立金）から繰り入れるお金

地 方 交 付 税 ２８億５０００万円 5.6％ 市町村間の均衡を図るため国が交付するお金

譲与税・交付金 ６億５０３７万円 4.7％ 一定の基準にしたがって国が交付するお金

国・県支出金 ２１億８１３８万円 △5.4％ 国や県が使用目的を特定して交付するお金

町 債 １１億６９９０万円 △7.9％ 町が事業を行うために借り入れるお金

合　　　計 １２５億　　　　　円

歳　

出　
（
使
い
み
ち
）

人 件 費 １８億３０５３万円 5.3％ 職員の給料や議員報酬などに使うお金

扶 助 費 １１億８２３７万円 2.8％ 医療費や児童手当などに使うお金

公 債 費 １４億２７６４万円 1.0％ 町の借金を返済するためのお金

物 件 費 等 ２３億６８５０万円 8.2％ 業務委託・物品購入・施設の維持補修など

補 助 費 ２７億５２８２万円 23.6％ 補助金・助成金・負担金など

建 設 事 業 費 １４億８４４８万円 △11.7％ 道路整備や建物などの建設に使うお金

繰 出 金 等 １４億５３６６万円 △31.2％ 特別会計に繰り出しするお金、積立金など

合　　　計 １２５億　　　　　円

新年度一般会計予算の内訳

新年度予算
    を分析

（財源） （使いみち）

※は自主財源（町で集めたお金） ※は義務的経費（任意で削れないお金）

歳入 歳出
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ソフトソフト事業事業 新規・拡充
サービス

コンビニで
　住民票等の発行

交流人口の拡大
観光振興に

部活動等に
　指導員を配置

タブレットを導入

　来年３月からマイナンバーカードを利用して、
コンビニで「住民票」、「戸籍」、「印鑑証明書」を
発行することができるようシステムを構築します。

　自然や文化などを活用した交流人口の拡大、
観光振興を図るため、各種事業を実施します。

　教職員が生徒への指導・教材研究に注力で
きるよう、中学校の部活動指導員等を確保し、
教職員の業務支援を行います。

　教材としてタブレットパソコンを、志賀中
学校に60台、富来中学校に30台整備します。

3277
万円

4388
万円

439
万円

2156
万円
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おもなおもな

新年度新年度のの

森林の管理に

コミュニティバス等
の利用改善を

　風しん抗体保有率の低い世代などに対して、
風しんの抗体検査や予防接種の助成を行います。

　経営管理が行われていない森林の調査や森
林所有者へ意向調査を行います。

　地域公共交通網形成計画の目標を達成する
ため各種取り組みを実施します。

943
万円

630
万円

　このほか、臨時的な事業としては、

東京オリンピック・パラリンピック

の事前合宿誘致にかかる経費とし

て1027万円、近年多発する災害へ

の対応として、土砂災害ハザード

マップや米町川洪水ハザードマッ

プの作成費として984万円が計上

されています。また、消防団員の活

動服を新たに更新するため784万

円が計上されています。

感染症の予防を

857
万円
857
万円
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ハードハード事業事業 新規・継続
工 事

　めながら実施年度の調整が図られています。

㉔ 防火水槽の設置（安津見地内）
㉕ 大中橋の補修（舘地内）
㉖ 県営ほ場整備（坪野地内）
㉗ 大島キャンプ場管理棟の整備

⑬ 県営ほ場整備（矢田地内）
⑭ 旧土田小学校の駐車場整備

９４０万円
１４００万円

１億円
１４００万円

９０００万円
５０８０万円

⑮ ため池の整備（赤住・百浦地区）
⑯ ため池の整備（猪の谷第 3地区）
⑰ いこいの村能登半島の改修
⑲ 高浜漁港の浚渫工事
⑳ 文化ホール等の改修
㉑ アクアパーク「シ・オン」の改修
㉒ 高浜町地内の融雪設備整備
㉓ みらいとうぶ住宅地付近の道路改良

１３４０万円
　２１００万円
５２００万円
　２５７０万円
１億４７３０万円

３９１０万円
８００万円
１０００万円

13 14

15

16

17

18

1920
21

22

23

24
25

26

27

陸上競技場の改修
２億８７００万円

18

トラックを全面貼り替えます。

役場
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おもなおもな

新年度新年度のの
厳しい財政状況の中、投資的経費である建設事業費は、緊急性や重要性を見極　　

⑪ 大坂山トンネル照明器具交換
　※照明器具を LED化します。

１４８０万円

３ ますほの丘住宅の整備
１億２６０万円

ファミリー棟12戸を整備します。

① 栢木地内～大福寺地内の道路新設
② 県営ほ場整備（相神地内）
④ 里本江地内～中浜交差点の融雪設備整備
⑤ 富来活性化センターの改修
⑥ 富来中学校前～アスク前の道路改良
⑦ 夕陽ヶ丘公園の遊具設置
⑧ シーサイドヴィラ渤海の改修
⑨ 浜の橋の補修（富来地頭町地内）
⑩ 富来浄化センターの増設　　　　

１億２０００万円
２０００万円
７００万円

３４６０万円
７６００万円
２５１０万円
２１１０万円
１９００万円

３億３４８０万円

⑫ 巌門園地内木製大橋の架け替え　６３０万円

１ ２ ３
４
５
６
７ ８
９ 10

11

12

支所
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予算決算常任委員会
当初予算、補正予算、決算にかかる分野を審査します。

新年度
予算の審査

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
観
光
物

件
、
自
然
、
食
、
芸
術
・

芸
能
、
風
習
な
ど
、
地
元

の
観
光
資
源
に
精
通
し
、

地
域
と
協
同
し
て
観
光
地

づ
く
り
を
行
う
法
人
の
こ

と
で
す
。

質
疑　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
は

い
つ
に
な
る
の
か
。
町
は

ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
る

の
か
。

答
弁　

２
０
２
０
年
４
月

の
設
立
を
目
標
に
し
て
、

本
年
３
月
か
ら
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」を
委
嘱
し
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
や
運
営
の

業
務
を
行
っ
て
も
ら
う
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
れ

ば
国
の
補
助
金
を
使
え
る

の
で
、
町
と
し
て
は
、
そ

れ
以
外
の
部
分
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に

む
け
て
、
志
賀
町
観
光
協

会
で
は
、
戦
略
的
な
協
会

へ
と
転
身
を
図
る
た
め
、

一
般
社
団
法
人
化
を
目
指

し
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
疑　

森
林
経
営
管
理
制

度
と
は
。

答
弁　

森
林
経
営
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
に

は
、
町
が
仲
介
役
と
な
っ

て
森
林
所
有
者
と
林
業
経

営
者
を
つ
な
ぎ
、
森
林
整

備
を
進
め
て
い
く
制
度
で

あ
る
。

質
疑　

海
岸
漂
着
物
の
回

収
を
、
町
内
全
域
に
で
き

な
い
か
。

答
弁　

予
算
の
関
係
上
、

難
し
い
。
漂
着
物
の
多
い

と
こ
ろ
や
景
勝
地
を
優
先

的
に
行
う
。

制
度
の
内
容
は

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
は

　

い
つ
頃
か

町
内
全
域
を
回
収

で
き
な
い
か

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
に
支
援
を

きれいな海岸を目指して（増穂浦海岸）

志っ賀りチェック！委員会審査



11 議会だより　しか　№ 55
平成31年４月25日発行11

平成30年度
補正予算の審査

質
疑　

ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
は
ど
れ
だ
け
あ
っ

た
の
か
。

　

羽
咋
市
で
は
、
３
億
円

以
上
と
聞
い
て
い
る
。
志

賀
町
で
は
、
町
税
税
収
が

減
り
続
け
て
い
る
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
増
や
す
よ

う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　
平
成
29
年
度
実
績
で

は
３
６
４
９
万
円
で
あ
っ

た
が
、
30
年
度
は
３
月
７

日
時
点
で
９
２
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

増
え
た
理
由
は
、
返
礼

品
の
「
紅
ず
わ
い
が
に
」

が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
優
良
特
産
品

を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
努
力
し

て
い
き
た
い
。

質
疑　

ふ
る
さ
と
納
税
で

ど
れ
だ
け
の
利
益
が
あ
っ

た
の
か
。

答
弁　

寄
付
額
９
２
０
０

万
円
の
う
ち
、
６
割
ほ
ど

経
費
が
か
か
る
の
で
４
割

が
利
益
と
な
る
。よ
っ
て
、

利
益
額
は
３
７
０
０
万
円

ほ
ど
で
あ
る
。

質
疑　

除
雪
機
械
の
購
入

に
対
す
る
補
助
金
は
、
ど

れ
だ
け
の
申
請
が
あ
っ
た

の
か
。

答
弁　

10
件
分
の
予
算
を

計
上
し
て
い
た
が
、
申
請

は
１
件
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、

区
長
会
で
も
周
知
を
図
っ

て
い
る
が
、
除
雪
機
械
は

購
入
費
が
高
い
の
で
区
と

し
て
も
簡
単
に
買
え
な
い
。

質
疑　

区
で
除
雪
機
械
を

購
入
し
て
も
そ
れ
を
操
作

す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
頼
ん

だ
場
合
に
助
成
金
を
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

確
保
は
大
変
だ
と
思
う

が
、
助
成
金
を
出
す
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

　

現
状
は

ふ
る
さ
と
納
税
の

　

利
益
額
は

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

対
す
る
助
成
金
を

ふるさと納税
増やす努力を

補
助
金
の
申
請
は

あ
っ
た
の
か

区　　　分 補　正　額 予　算　額
一　  般  　会 　 計 ３億３２６１万円 １４２億９３５９万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 ６５２５万円 ２６億３２４０万円
農 業 集 落 排 水 ９５０万円 ５億　７１８万円
公 共 下 水 道 △３００万円 ８億２３９３万円
地域し尿処理施設 △１５３万円 ５９３１万円
介 護 保 険 △３７７７万円 ２９億８８６３万円

企 

業 

会 

計

水道
収益的収入 １０８５万円 ６億７１４０万円
資本的収入 １１４９万円 １億１７７５万円

病院
収益的収入 △９０万円 １３億４２６６万円
収益的支出 ５４万円 １２億７４４４万円
資本的収入 △８０万円 １億１５８５万円

【別表】平成30年度各会計の予算額



12議会だより　しか　№ 55
平成31年４月25日発行 12

志っ賀りチェック！委員会審査

総務産業建設常任委員会
役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

一時避難施設として整備された西浦防災センター

質
疑　

地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
基

金
（
貯
金
）
を
設
置
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
い
く
ら

積
み
立
て
る
の
か
。

答
弁　

こ
の
基
金
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営

費
に
使
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
本
体
に
企
業
等
の
広

告
を
掲
載
し
、
広
告
料
を

も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
お

り
、
そ
の
収
入
を
基
金
に

積
み
立
て
し
て
い
く
。

質
疑　

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
フ
ロ
ー
リ
ィ
の
指
定
管

理
料
は
。

　

年
間
の
利
用
人
数
は
。

答
弁　

指
定
管
理
者
の
北

陸
電
力
㈱
が
自
己
負
担
に

よ
り
運
営
し
て
い
る
。

　

年
間
５
万
人
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。

質
疑　

小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
を
制
定
す
る
目

的
と
サ
ー
ビ
ス
は
。

答
弁　

こ
の
条
例
は
小
規

模
企
業
の
振
興
に
か
か
る

基
本
理
念
と
町
の
責
務
、

事
業
者
や
商
工
会
の
役
割

な
ど
を
定
め
た
も
の
で
あ

り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

定
め
た
も
の
で
は
な
い
。

質
疑　

放
射
線
防
護
施
設

の
西
浦
防
災
セ
ン
タ
ー
を

地
区
の
行
事
に
使
う
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

答
弁　

国
か
ら
は
、
地
区

の
会
議
や
運
動
会
な
ど
の

行
事
に
開
放
で
き
る
と
聞

い
て
い
る
。

質
疑　

西
浦
防
災
セ
ン
タ

ー
の
維
持
管
理
費
は
誰
が

支
払
う
の
か
。

答
弁　

地
区
の
行
事
に
も

使
用
で
き
る
た
め
、
電
気

代
な
ど
の
維
持
管
理
費
は

町
が
支
払
う
。

基
金
の
積
立
額
は

条
例
の
目
的
は

施
設
は
地
区
の
行
事

　

に
使
え
る
の
か

施
設
の
維
持
管
理
費

は
町
が
支
払
う
の
か

教育民生常任委員会
教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。

フ
ロ
ー
リ
ィ
の

　

指
定
管
理
料
は

花のミュージアムフローリィ

所在地：志賀町鹿頭
収容人数：１００人
建設費：２億４０２９万円（国が全額負担）
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原子力発電所対策特別委員会

議会改革調査特別委員会

　

１
月
18
日
、
志
賀
原
子
力
発

電
所
の
敷
地
内
断
層
問
題
に
つ

い
て
北
陸
電
力
に
説
明
を
求
め

ま
し
た
。

　

国
の
基
準
で
は
、
活
断
層
の

上
に
原
子
力
施
設
を
造
る
こ
と

を
禁
止
し
て
お
り
、
活
断
層
と

は
12
〜
13
万
年
前
よ
り
後
に
活

動
し
た
断
層
を
い
い
ま
す
。

志
賀
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内

に
は
複
数
の
断
層
が
あ
り
ま
す

が
、
北
陸
電
力
か
ら
は
、「
断

層
は
１
７
０
０
万
年
前
に
で
き

た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
活
断

層
で
は
な
い
」
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　本委員会は平成28年６月に設置され、これまでに５回の先進地視察と62回の委員会を開催し、
議会改革に必要と思われる以下の12項目について、調査を重ねてきましたが、平成31年２月に調
査が終了したことから、３月定例会最終日に調査結果が報告されました。

調査項目 調査項目の説明 調査結果
自治法第96条第２項
の議決事件

重要案件について、これを条例で定めれば
議決事件となります。 議決事件は現状どおり

議会先例集 議会の詳細な運用方法や判断基準などをま
とめた手引書を策定します。 策定する

自治法第100条第12
項の協議の場

協議の場として会議規則に定めることで、
公式な会議となります。

全員協議会、委員長会議、常任委員長
会議、議会研修会、報告会とする

委員会の再編 委員会の構成や権限などについて議論しま
した。 委員会の構成は現状どおり

議員間討議 議員間で討議しながら理解を深めた上で、
委員長報告にまとめます。 導入する

議会報告会 議員が地域に出向き、町民に対して議会活
動の状況を報告します。 実施する

政務活動費 議員の調査研究等のため必要となる経費の
一部を支給します。 導入しない

タブレット端末 議案などの資料をデータ化して、端末で閲
覧できるようにします。 導入する

一問一答方式 一般質問の質問方法で、一項目ずつ質問し、
その都度答弁する方式です。 導入する

通年制 定例会の開催を年1回として、会期を長期
化する制度です。 導入しない

議会基本条例 議会が目指すべき方向性や理念、目標等を
明示した条例です。 策定する

議員定数と報酬 定数と報酬のあり方について、参考データ
を基に議論しました。 全員協議会に委ねる

議会改革調査特別委員会の調査結果

志
賀
原
子
力
発
電
所
の

敷
地
内
断
層

に
つ
い
て
議
論
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議議 決決 結結 果果
議案番号 議案名と内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

27
32～ 34

31年度一般会計ほか、ケーブルテレビ事業特別会計、水道事業会計・下水道事業
会計の当初予算…【４ページ参照】

可決
賛14　反1

28～ 31
35

31年度国民健康保険特別会計ほか、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、
診療所事業特別会計、富来病院事業会計の当初予算…【４ページ参照】

可決
賛15　反0

36 30年度一般会計補正予算（追加分）… 志賀中学校体育館非構造部材耐震化対策事
業を追加するため所要額を補正する。

可決
賛15　反0

37 工事請負変更契約の締結「農業集落排水事業（機能強化）直海地区施設改修工事」…
本工事を行うにあたり、アムズ㈱と5,174万2,800円で変更契約を締結する。

可決
賛15　反0

発委
1 議会基本条例の制定…【３ページ参照】 可決

賛13　反2

2 議会会議規則の一部改正 …「地方自治法第100条第12項の協議の場」と「一問一答
方式」　を規定するため改正を行う。

可決
賛13　反2

3 議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正 … 委員長・
常任委員長会議、議会研修会を費用弁償の対象とするため改正を行う。

可決
賛14　反1

4 議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定 …【３ページ参照】 可決
賛15　反0

発議
1 議会議員の定数を定める条例の一部改正 …【２ページ参照】 可決

賛10　反3

2 議会委員会条例の一部改正 … 議員定数を16人から14人にすることにより、総務産
業建設常任委員会、教育民生常任委員会、予算決算常任委員会の定数を変更する。

可決
賛10　反3

3 加齢性難聴者に対する補聴器購入を支援する制度の創設を求める意見書 … 加齢性
難聴者に対する補聴器購入を支援する制度を創設するよう国に要望するもの。

可決
賛15　反0

請願
1

国に国保への国庫負担増を求める請願 … 高すぎる保険料を引き下げるため、国保
に必要な財源を確保するよう国に求めるもの。

不採択
賛2　反13

2 75歳以上の後期高齢者医療自己負担を２割にしないことを国に求める請願 … 75
歳以上の後期高齢者医療自己負担を２割にしないことを国に求めるもの。

不採択
賛2　反13

3 憲法９条の改定に反対し、憲法を生かした政治の実現を求める意見書採択について
の請願 … 憲法９条の改定に反対することを国に求めるもの。

不採択
賛2　反13

※議長は採決に加わりません。

　永年在職
議員表彰永年在職議員表彰

　３月定例会最終日、志賀町議会議員
として、20年以上及び15年以上在職
された議員に表彰状が授与されました。
【20年以上】
　林　 一夫、櫻井 俊一
【15年以上】
　田中 正文、越後 敏明、須磨 隆正
　下池外巳造、南 　政夫
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３３月月定定例例会会
議案番号 議案名と内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果
報告
1

専決処分の承認（30年度一般会計補正予算）･･･豪雨災害で発生した復旧事業等に
かかる補正を行った。

承認
賛15　反0

2 専決処分の承認（30年度農業集落排水事業特別会計補正予算） … 直海浄化センター
の貯留槽に亀裂が生じたため緊急に修繕を行った。

承認
賛15　反0

議案
1～ 8

30年度一般会計ほか７会計の補正予算 … 事業の確定や精算見込みにより所要額を
補正する。【11ページ別表を参照】

可決
賛15　反0

9 地域公共交通活性化基金条例の制定 … 地域公共交通の活性化を図る経費に充てる
ことを目的とした基金を設置したので、新たに条例を制定する。

可決
賛15　反0

10 交流センター条例の制定 … 旧熊野小学校体育館を改修し、熊野交流センターとし
て整備したので、新たに条例を制定する。

可決
賛15　反0

11 小規模企業振興基本条例の制定 … 小規模企業の成長・発展と地域経済の活性化を
図ることを目的とした条例を制定する。

可決
賛15　反0

12 防災センター条例の制定 … 西浦防災センターを整備したので、すでに整備済みの
富来防災センター、稗造防災センターと合わせて、新たな条例を制定する。

可決
賛15　反0

13 消費税及び地方消費税の税率改定に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 … 消
費税率の引き上げにともない公共料金等を改定するため関係条例を整理する。

可決
賛14　反1

14 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 … 地方自治体が独自に低い利率で災
害援護資金の貸付が可能とされたことから所要の改正を行う。

可決
賛15　反0

15 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 … 国家公務員にならい、超過勤
務命令を行うことができる上限を定めるなど、所要の改正を行う。

可決
賛15　反0

16 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正 … 放課後児童支援員の資格要件を拡大するための改正を行う。

可決
賛15　反0

17 国民健康保険条例の一部改正 … 被保険者の資格の適用除外について、県内市町で
統一した規定を定めるため改正を行う。

可決
賛15　反0

18 国民健康保険税条例の一部改正 … 関係法令の改正により、保険税の課税限度額の
基準について所要の改正を行う。

可決
賛15　反0

19 水道技術管理者の資格基準等に関する条例の一部改正 … 水道技術管理者の資格要
件を見直すため改正を行う。

可決
賛15　反0

20 病院事業の設置等に関する条例の一部改正 … 町立富来病院の病室の利用料金を一
部引き下げるため改正を行う。

可決
賛15　反0

21・22 町道路線の認定（町道第174号みらいとうぶ３号線・町道第6089号栢木大福寺
線） … 新たに２路線を町道として認定する。

可決
賛15　反0

23 地域共生型施設「花のミュージアム　フローリィ」の指定管理者の指定 … 引き続き、
北陸電力㈱を指定管理者として５年間指定する。

可決
賛15　反0

24 二級河川の指定の変更に関する意見 … 石川県知事から、二級河川日用川水系の指
定の変更について意見を求められ同意する。

可決
賛15　反0

25 準用河川の指定の変更 … 準用河川日用川水系の指定を変更する。 可決
賛15　反0

26 過疎地域自立促進計画の一部変更 … 過疎対策事業債の対象事業を追加するため、
計画の変更を行う。

可決
賛15　反0
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議員が行う一般質問は、まちづくりにどう生かされているのでしょうか。

追跡追跡
あのあの質問質問のゆくえのゆくえ

平成29年３月
定例会の一般質問

企業用地の整備
を検討せよ

平成30年12月
定例会の一般質問

すべての保育室に
エアコンを設置せよ

　安い電気料金、手厚い補助制度、災害
リスク対策等を理由に、本町への企業立
地の機運も高くなっており、新たな企業
用地の整備も検討すべきである。

　県と連携して、企業側のニーズや国内の
経済情勢を注視しながら検討していきたい。

　今後、全保育室へのエアコンの設置を考
慮し、すべての園児に快適な環境を提供で
きるよう計画的に進めていきたい。

　新たに用地36,476㎡を取得し、31年度
に伐採・整地など敷地の整備を予定してい
ます。

　30年度から順次エアコンの設置を開始
しており、31年度中にすべての保育室に
設置する予定です。

　冷房設備がない部屋で保育・幼児教育
が行われていることに疑問を感じてい
る。すべての保育室にエアコンを設置し
てもらいたい。

⬇⬇⬇⬇町側の答弁 町側の答弁

⬇⬇⬇⬇どうなった どうなった

県と連携して検討する 意向調査を行い検討する

31年度に整備 順次設置を開始
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町
長　

国
は
、
お
か
ず
代

の
基
準
額
を
４
５
０
０
円

と
し
、
３
歳
児
か
ら
５
歳

児
は
、
全
額
を
保
護
者
の

負
担
と
す
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
低
所
得
世
帯
等

に
つ
い
て
は
、
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
年
収
３
６
０

万
円
未
満
相
当
の
世
帯
や

第
３
子
以
降
を
免
除
の
対

象
と
し
て
、
制
度
を
拡
充

す
る
と
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
年
収
３
６
０

万
円
以
上
の
世
帯
に
は
、

副
食
費
を
負
担
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
が
、
現
在

の
保
育
料
よ
り
負
担
す
る

額
は
低
く
な
る
も
の
と
見

込
ん
で
い
る
。

　

副
食
費
に
対
す
る
支
援

は
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

福
田　

30
年
10
月
か
ら
幼

児
教
育
・
保
育
無
償
化
に

向
け
た
法
律
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
が
、
無
償
化
後
も

３
歳
児
以
上
に
は
別
途
、

副
食
費
（
お
か
ず
代
）
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

全
国
で
は
、
副
食
費
を

無
償
化
す
る
自
治
体
が
出

て
き
て
い
る
が
、
本
町
も

副
食
費
の
無
償
化
を
し
な

い
の
か
。

福
田　

志
賀
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
照
明
設
備

が
な
く
、
日
が
落
ち
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
野
球
の
練
習

を
す
る
光
景
は
歯
が
ゆ
さ

を
感
じ
る
。

　

ま
た
、志
賀
小
学
校
は
、

避
難
施
設
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
夜
間
に

避
難
が
あ
っ
た
場
合
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
真
っ
暗
で
は

駐
車
で
き
な
い
と
の
話
も

聞
く
。

　

照
明
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

照
明
を
設
置
す
る

と
、
志
賀
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
周
辺
に
隣
接
す
る
住

宅
、
福
祉
施
設
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
の
住
民
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　

特
に
、
東
側
に
位
置
す

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
低
い

土
地
の
住
宅
等
に
は
、
直

接
窓
に
照
明
光
が
差
し
込

む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
の
照
明
設

置
は
難
し
い
。

福
田　

高
齢
者
や
認
知
症

の
見
守
り
と
し
て
、
金
沢

市
が
導
入
し
て
い
る
「
み

ま
も
り
タ
グ
」
を
活
用
で

き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

本
町
の

徘
徊
高
齢
者
位
置
発
見

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
よ
り
、

認
知
症
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
・
・

保
育
園
の
副
食
費
無
償
化
を

財
政
状
況
を
勘
案
し
検
討
す
る町

長

グラウンドに照明設備を

現時点では難しい 町長

照明設備がない志賀小学校グラウンド

福田　晃悦　議員

町政町政をを問問う !う !
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町
長　

町
で
は
、
高
齢
者

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
回
数
券
55
枚

と
町
内
で
使
用
で
き
る
商

品
券
５
０
０
０
円
分
を
交

付
す
る
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
１
年
間
利
用
で
き

る
年
間
パ
ス
を
交
付
す
る

な
ど
、支
援
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
タ

ク
シ
ー
料
金
の
助
成
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

南　

本
町
に
は
、
充
実
し

た
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
策
定
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

に
対
す
る
報
奨
制
度
に
つ

い
て
は
若
干
対
策
不
足
の

感
が
あ
る
。

　

外
出
の
自
由
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
の
不
安
か
ら
免

許
証
の
返
納
を
た
め
ら
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
さ
ら

な
る
充
実
し
た
対
策
を
求

め
る
。

南　

例
年
、
当
初
予
算
の

審
議
で
、
志
賀
原
子
力
発

電
所
環
境
安
全
対
策
協
議

会
に
対
す
る
補
助
金
に
つ

い
て
疑
義
が
唱
え
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
町
民

や
各
種
団
体
に
原
子
力
に

関
す
る
広
報
を
通
じ
発
電

所
と
住
民
と
の
信
頼
関
係

の
醸
成
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

会
員
は
、
商
工
会
、
区

長
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
女

性
団
体
な
ど
地
域
に
根
付

い
た
各
種
団
体
が
参
画
し

て
お
り
、
十
分
に
認
知
さ

れ
た
協
議
会
で
あ
る
。

　

こ
の
際
、
補
助
金
の
必

要
性
を
住
民
向
け
に
説
明

す
べ
き
で
あ
る
。

環
境
安
全
課
長　

当
協
議

会
は
、
議
会
を
は
じ
め
町

内
の
各
界
各
層
の
団
体
や

法
人
、
個
人
で
構
成
さ
れ

た
組
織
で
あ
る
。

　

そ
の
事
業
内
容
は
、
志

賀
原
子
力
発
電
所
等
の
見

学
会
や
勉
強
会
の
開
催
、

広
報
誌
や
チ
ラ
シ
の
発
行

が
主
と
な
っ
て
い
る
。

　

広
報
活
動
で
は
、「
環

安
協
だ
よ
り
」、
志
賀
原

子
力
発
電
所
の
安
全
対
策

等
の
チ
ラ
シ
を
そ
れ
ぞ
れ

年
３
回
発
行
し
、
町
民
に

原
子
力
発
電
に
関
す
る
最

新
の
情
報
の
提
供
と
知
識

の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
原
子
力

に
関
す
る
正
し
い
理
解
や

最
新
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
く
こ
と
は
、
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
当
協

議
会
に
対
す
る
広
報
委
託

や
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

当
然
必
要
な
も
の
と
考
え

て
い
る
。

補助金の必要性を説明せよ

　補助金は必要 環境安全課長

団体が発行する環安協だより

南　正紀　議員支援の充実を図りたい 町長

運転免許証の
自主返納者に支援を

一 般 質 問一 般 質 問
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ま
ち
整
備
課
長　

復
旧
工

事
は
、
緊
急
性
が
高
い
箇

所
か
ら
工
事
を
発
注
し
て

お
り
、
現
在
４
４
０
件
の

契
約
を
済
ま
せ
、
そ
の
う

ち
３
７
０
件
は
年
度
内
に

工
事
を
完
了
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

未
発
注
の
１
６
０
件
は
、

条
件
が
整
い
次
第
発
注
し
、

１
日
も
早
い
復
旧
に
向
け

て
努
力
し
た
い
。

中
谷　

昨
年
の
記
録
的
な

豪
雨
や
相
次
ぐ
台
風
の
襲

来
に
よ
り
、
町
内
各
所
で

道
路
や
農
地
の
冠
水
、
河

川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
や

土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
町
や
土
木
関

係
者
の
方
々
の
懸
命
な
対

応
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
。

中
谷　

10
連
休
と
な
る
今

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
心
配
な
の
は
、
町
内

の
外
来
医
療
態
勢
で
あ
る
。

　

富
来
病
院
や
志
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
医
療
態
勢
は
十

分
か
。
町
内
の
医
療
機
関

と
の
連
携
は
あ
る
の
か
。

富
来
病
院
事
務
長　

富
来

病
院
は
、
４
月
30
日
の
火

曜
日
と
５
月
２
日
の
木
曜

日
の
午
前
中
に
、
内
科
、

整
形
外
科
、
皮
膚
科
、
泌

尿
器
科
の
外
来
診
療
を
行

う
。

　

ま
た
、
富
来
病
院
は
、

第
２
次
救
急
告
示
病
院
と

し
て
、
３
６
５
日
24
時
間

体
制
で
救
急
搬
送
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　

志
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

４
月
27
日
の
土
曜
日
と
５

月
３
日
の
金
曜
日
の
午
前

中
、
内
科
、
小
児
科
と
も

に
外
来
診
療
を
行
う
。

　

町
内
医
療
機
関
と
の
連

携
は
、
羽
咋
郡
市
医
師
会

と
の
協
議
に
よ
り
、
休
日

当
番
医
を
置
く
こ
と
で
対

応
し
た
い
。

中
谷　

ア
ク
ア
パ
ー
ク

シ
・
オ
ン
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
間
の
横
断
歩
道
に
照

明
の
設
置
を
。

中
谷　

志
加
浦
保
育
園
の

閉
園
は
住
民
の
合
意
を
得

て
い
る
の
か
。

中
谷　

子
ど
も
の
医
療
費

窓
口
無
料
化
を
求
め
る
。

中
谷　

志
賀
原
発
の
廃
炉

と
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
求
め
る
。

ま
ち
整
備
課
長　

検
討
し

た
い
。

町
長　

一
定
の
ご
理
解
は

い
た
だ
い
て
い
る
。

住
民
課
長　

今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

環
境
安
全
課
長　

国
の
審

査
状
況
を
注
視
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
・
・

災
害
復
旧
の
見
通
し
は

復
旧
に
向
け
て
努
力
し
た
い

ま
ち
整
備
課
長

10連休中の医療態勢は十分か

　　対応したい 富来病院事務長

中谷　松助　議員

復旧工事の現場（倉垣地内）

町政町政をを問問う !う !
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教
育
長　

新
学
習
指
導
要

領
の
実
施
に
向
け
た
準
備

と
し
て
、
志
賀
町
学
校
教

育
モ
デ
ル
の
編
成
を
図
っ

て
い
く
。

　

来
年
度
も
新
学
習
指
導

要
領
の
も
と
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
や
外
国
語
教

育
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

総
務
課
長　

職
員
の
有
給

休
暇
取
得
の
平
均
日
数
は
、

直
近
３
か
年
で
一
人
当
た

り
年
間
約
８
日
取
得
し
て

お
り
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
弾
力
的
な
有
給

休
暇
の
取
得
に
努
め
る
と

と
も
に
、
連
続
し
た
取
得

が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
内
の
企
業
に

対
し
て
は
、
労
働
基
準
監

督
署
や
商
工
会
等
か
ら
指

導
や
情
報
提
供
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
も

広
報
等
に
よ
り
啓
発
し
て

い
き
た
い
。

堂
下　

２
０
２
０
年
４
月

か
ら
始
ま
る
新
学
習
指
導

要
領
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
考
え
る
力

を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
や
小
学
校
３
年
生
か

ら
の
外
国
語
教
育
が
新
し

く
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

  

新
し
い
教
育
方
針
へ
の

認
識
と
そ
の
準
備
状
況
を

聞
く
。

堂
下　

昨
年
の
国
会
で
、

働
き
方
改
革
に
と
も
な
う

労
働
法
の
改
正
が
あ
り
、

年
次
休
暇
を
年
５
日
以
上

確
実
に
使
用
す
る
こ
と
を

促
進
す
る
こ
と
な
ど
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。

　

志
賀
町
職
員
の
実
態
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
効
率
的
な

有
給
休
暇
の
利
用
促
進
策

に
つ
い
て
も
聞
く
。

堂
下　

福
島
原
発
事
故
か

ら
９
年
目
を
迎
え
て
の
町

長
の
率
直
な
思
い
を
聞
く
。

堂
下　

Ｒ
Ｅ
１
０
０
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
へ
シ
フ
ト
し

つ
つ
あ
る
金
融
界
の
流
れ

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

町
長　

い
ま
だ
に
多
く
の

方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
を

考
え
る
と
、
改
め
て
、
町

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
の
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
す
る
。

環
境
安
全
課
長　
Ｒ
Ｅ
１
０
０

は
、
民
間
企
業
が
事
業
運

営
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
目

指
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、

今
後
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
・
・

教
育
の
充
実
を
図
る教

育
長小中学校で使用する学習指導要領

堂下　健一　議員

有給休暇の利用促進を

利用促進に努める 総務課長

新
し
い
教
育
方
針
へ
の

認
識
は

一 般 質 問一 般 質 問
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稲
岡　

改
正
出
入
国
管
理

法
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
外

国
人
労
働
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
と

も
な
い
、
在
住
外
国
人
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
等
も
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
問
題
、医
療
・

保
険
等
の
問
題
、
就
学
や

教
育
支
援
の
問
題
、
災
害

時
の
対
応
な
ど
、
自
治
体

と
し
て
相
談
を
受
け
た
と

き
の
窓
口
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
本
町
で
も
在
住

外
国
人
に
対
し
て
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長　

外
国
人
の
相
談
対

応
は
、
多
言
語
対
応
の
翻

訳
ア
プ
リ
や
通
訳
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
活
用
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
の
対

策
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
外
国
人
を

孤
立
さ
せ
ず
、
町
民
の
一

員
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

今
後
も
国
の
動
向
や
情

報
を
注
視
し
な
が
ら
、
外

国
人
に
対
し
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
体
制
の

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

外国人労働者に対する取り組みは

体制の整備を検討したい 町長

稲岡　健太郎　議員

ボランティアに参加する外国人労働者ら
　（提供：石川サンケン㈱） 

町
長　

現
在
、
志
賀
小
学

校
に
は
、
余
裕
教
室
や
学

校
教
育
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
範
囲
で
利
用
で
き
る

教
室
等
は
な
く
、
放
課
後

の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
、
学

校
の
管
理
運
営
上
支
障
が

あ
る
た
め
困
難
で
あ
る
。

　

公
民
館
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
国
の
厳
し
い
基
準

が
あ
る
た
め
今
の
と
こ
ろ

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
人
員
を
確
保
す

る
た
め
、
臨
時
職
員
で
あ

る
補
助
員
が
支
援
員
の
資

格
を
取
得
し
た
場
合
に

は
、
翌
年
度
に
臨
時
職
員

か
ら
嘱
託
職
員
へ
移
行

し
、
期
末
手
当
や
通
勤
手

当
を
支
給
し
て
い
る
。

稲
岡　

志
賀
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
は
、
定
員
超
過

に
よ
る
待
機
児
童
が
発
生

す
る
見
通
し
と
な
っ
た
が
、

公
民
館
や
放
課
後
の
空
き

教
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し

て
機
能
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
支
援

員
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
今
後
の
支
援
員
の

待
遇
改
善
も
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

待
機
児
童
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
せ

処
遇
改
善
を
図
っ
て
い
る

町
長

町政町政をを問問う !う !
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一

６/４
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が行政報告や議案説明をします。）

６/11
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

６/18
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

６月定例会の予定日です。本会議を傍聴してみませんか。

◆
結
成
の
経
緯
と
生
け
花
の

　

楽
し
さ

　

５
年
前
に
、
お
花
に
興
味
の
あ

る
人
が
集
ま
っ
て
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
季
節
の
素
材
で
「
わ
き

あ
い
あ
い
」
と
楽
し
く
稽
古
し
て

い
ま
す
。

　

日
常
の
生
活
の
中
で
、
花
と
の

出
会
い
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な

り
、
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

◆
普
段
の
活
動
は

　

毎
月
の
第
３
木
曜
日
、
午
前　

10
時
か
ら
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
（
代

田
）で
行
っ
て
い
ま
す
。
年
１
回
、

花
展
を
開
い
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
目
標
や
思
い
は

　

１
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
花

と
携
わ
っ
て
活
力
あ
る
生
活
を
し

て
、
毎
日
楽
し
く
暮
ら
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
や
る
気

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ス
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

一
緒
に
お
花
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈
筆
者
か
ら
議
会
へ
の
要
望
〉

暮
ら
し
を
豊
か
に
！

み
ん
な
笑
顔
に
！

　

子
供
か
ら
現
役
世
代
、
そ

し
て
高
齢
者
ま
で
、
生
涯
を

通
じ
て
誰
も
が
安
心
で
き
る

全
世
代
間
の
社
会
保
障
を
構

築
し
た
町
に
な
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

一本の花から楽しさを !

花でストレス解消 !

自
分
の
生
活
に
美
的
と
豊
か
さ

講師　片山　豊美 さん

シルバーハウス 生花教室生花教室
グループ紹介 33
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